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令和６年度第１回

群馬県後期高齢者医療懇談会

資  料

群馬県後期高齢者医療広域連合



患
者
負
担

保
険
料

1,
00
0円

90
0円

・
資
格
の
認
定
等
に
関
す
る
管
理
、
保
険
料
の
賦
課
に
関
す
る
決
定

・
資
格
確
認
書
等
の
交
付
、
医
療
給
付
に
関
す
る
決
定

・
保
健
事
業
の
実
施

・
⾼
齢
者
保
健
事
業
と
介
護
予
防
等
の
⼀
体
的
な
実
施
に
関
す
る
事
業
の
市

町
村
へ
の
委
託

・
保
険
料
の
徴
収
、
被
保
険
者
の
資
格
等
に
関
す
る
申
請
の
受
付

・
資
格
確
認
書
等
の
引
渡
し
・
回
収

・
医
療
給
付
、
保
険
料
に
関
す
る
申
請
等
の
受
付
、
証
明
書
の
交
付

・
⾼
齢
者
保
健
事
業
と
介
護
予
防
等
の
⼀
体
的
な
実
施
に
関
す
る
事
業
の
実

施

3,
60
0円

4,
50
0円

（
３
）
制
度
の
運
営

 
制
度
の
運
営
は
、
群
⾺
県
内
の
全
て
の
市
町
村
で
構
成
す
る
「
群
⾺
県
後
期
⾼
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
と
「
市
町
村
」
と
で
役
割
分
担
し
て
い
ま
す
。

事
務
の
分
担

市
町
村

広
域
連
合

（
２
）
財
源
構
成

 
後
期
⾼
齢
者
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
患
者
負
担
を
除
い
た
部
分
を
「
公
費
（
国
・
県
・
市
町
村
）
約
5割

」
、
「
現
役
世
代
か
ら
の
⽀
援
⾦
（
国
⺠
健
康
保
険
や

被
⽤
者
保
険
（
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
）
約
4割

」
、
「
後
期
⾼
齢
者
の
保
険
料
約
1割

」
で
負
担
し
て
い
ま
す
。

※
具
体
例
・
・
・
Aさ

ん
（
1割

負
担
）
が
、
診
療
所
で
1万

円
の
診
療
を
受
け
た
場
合

＜
診
療
費
：
1万

円
＞

現
役
世
代
か
ら
の
⽀
援
⾦

公
費
（
国
・
県
・
市
町
村
）

１
 
後
期
⾼
齢
者
医
療
制
度

（
１
）
制
度
の
仕
組
み

 
急
速
な
少
⼦
⾼
齢
化
が
進
み
、
⾼
齢
者
の
医
療
費
が
増
え
る
中
、
現
役
世
代
と
⾼
齢
者
世
代
の
負
担
を
明
確
に
し
、
公
平
で
分
か
り
や
す
い
制
度
と
す
る
た
め
、

75
歳
（
⼀
定
の
障
が
い
の
あ
る
⼈
は
65
歳
）
以
上
の
⽅
を
対
象
と
し
た
「
後
期
⾼
齢
者
医
療
制
度
」
が
平
成
20
年
4⽉

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

受
け
ら
れ
る
給
付
は
国
⺠
健
康
保
険
や

会
社
の
健
康
保
険
な
ど
と
概
ね
同
じ
。

患
者
負
担
は
⼀
般
が
1割

⼜
は
2割

、
現
役
並
み
所
得
者
が
3割

。
加
⼊
す
る
全
て
の
⽅
が
保
険
料
を
負
担
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各
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一
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保

険
給

付
費
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険
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収

納
率
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推
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備

基
金
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現
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引
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前
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比

+
2
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0
,0

9
4
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+
4
.4
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と

な
っ

た
。

ま
た

、
保

険
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付
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伸

び
に

対
し

て
財
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補

填
す
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金
残

高
は

△
2
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4
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1
9
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△

2
.9
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＜
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＞
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費
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担
及

び
支

払
基

金
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。

⇒
歳
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こ
と

に
よ

る
。
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＞
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増
減

を
繰

り
返

し
な

が
ら

8
5
～

8
7
万

円
前

後
で

推
移

し
て

い
る

が
、

広
域

連
合

発
足

当
初

の
H

2
0
年

度
（
＝

7
7
9
,4

9
5
円

）
と

比
較

す
る

と
約

1
2
.3

％
増

加
し

て
い

る
。

　
ま

た
、

全
国

順
位

は
3
0
～

3
3
位

で
推

移
。

（
厚

生
労

働
省

の
年

報
よ

り
）

　
令

和
4
年

度
以

降
、

団
塊

の
世

代
が

被
保

険
者

と
な

る
こ

と
に

よ
り

、
令

和
4
年

度
か

ら
令

和
7
年

度
に

か
け

て
＋

3
％

台
と

高
い

増
加

率
で

推
移

す
る

こ
と

か
ら

、

被
保

険
者

数
の

増
に

よ
る

保
険

給
付

費
の

大
幅

な
増

加
が

見
込

ま
れ

る
。

増
加

率

8
0
0
,0

00
円

8
5
0
,0

00
円

9
0
0
,0

00
円

9
5
0
,0

00
円

1
,0

0
0
,0

0
0円

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
人

当
た

り
医

療
費

（
全

国
平

均
・
群

馬
県

）

全
国

平
均

群
馬

県

2
.4

%

0
.9

%
1
.1

%

3
.6

%
3
.3

%
3
.3

%
3
.0

%
2
.3

%

1
.8

%

0
.0

%

1
.0

%

2
.0

%

3
.0

%

4
.0

%

2
8
0
,0

00
人

3
0
0
,0

00
人

3
2
0
,0

00
人

3
4
0
,0

00
人

3
6
0
,0

00
人

3
8
0
,0

00
人

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

R
8

R
9

年
間

平
均

被
保

険
者

数
及

び
増

加
率

※
R

6
～

9
は

、
群

馬
広

域
独

自
推

計
値

3



（
４

）
保

険
料

率
の

推
移

（
全

国
平

均
・
群

馬
県

）

第
1
期

(H
2
0
・
H

2
1
)

第
2
期

(H
2
2
・
H

2
3
)

第
3
期

(H
2
4
・
H

2
5
)

第
4
期

(H
2
6
・
H

2
7
)

第
5
期

(H
2
8
・
H

2
9
)

第
6
期

(H
3
0
・
R

1
)

第
7
期

(R
2
・
R

3
)

第
8
期

(R
4
・
R

5
)

第
9
期

(R
6
・
R

7
)

群
馬

県
据

え
置

き
引

き
上

げ
引

き
上

げ
据

え
置

き
据

え
置

き
据

え
置

き
引

き
上

げ
引

き
上

げ
均

等
割

額
3
9
,6

0
0
円

3
9
,6

0
0
円

4
2
,7

0
0
円

4
3
,6

0
0
円

4
3
,6

0
0
円

4
3
,6

0
0
円

4
3
,6

0
0
円

4
5
,7

0
0
円

4
9
,1

0
0
円

所
得

割
率

7
.3

6
%

7
.3

6
%

8
.4

8
%

8
.6

0
%

8
.6

0
%

8
.6

0
%

8
.6

0
%

8
.8

9
%

1
0
.0

7
%

全
国

平
均

均
等

割
額

4
1
,5

0
0
円

4
1
,7

0
0
円

4
3
,5

5
0
円

4
4
,9

8
0
円

4
5
,2

8
9
円

4
5
,1

1
6
円

4
6
,9

8
7
円

4
7
,7

7
7
円

5
0
,3

8
9
円

所
得

割
率

7
.6

5
%

7
.6

5
%

8
.5

5
%

8
.8

8
%

9
.0

9
%

8
.8

1
%

9
.1

2
%

9
.3

4
%

1
0
.2

1
%

（
５

）
後

期
高

齢
者

負
担

率
の

推
移

H
2
0
・
H

2
1

H
2
2
・
H

2
3

H
2
4
・
H

2
5

H
2
6
・
H

2
7

H
2
8
・
H

2
9

H
3
0
・
R

1
R

2
・
R

3
R

4
・
R

5
R

6
・
R

7

1
0
.0

0
%

1
0
.2

6
%

1
0
.5

1
%

1
0
.7

3
%

1
0
.9

9
%

1
1
.1

8
%

1
1
.4

1
%

1
1
.7

2
%

1
2
.6

7
%

0
.2

6
0
.2

5
0
.2

2
0
.2

6
0
.1

9
0
.2

3
0
.3

1
0
.9

5
増

加
ポ

イ
ン

ト

　
保

険
料

率
は

2
年

に
1
度

、
見

直
す

こ
と

に
な

っ
て

お
り

、
こ

れ
ま

で
に

、
第

3
期

と
第

4
期

に
引

き
上

げ
た

後
、

据
え

置
い

て
き

た
が

、
第

8
期

は
4
期

ぶ
り

に
引

き
上

げ
を

行
っ

た
。

現
在

の
第

9
期

の
保

険
料

率
は

、
全

国
平

均
（
均

等
割

額
：
5
0
,3

8
9
円

、
所

得
割

率
：
1
0
.2

1
％

）
を

下
回

っ
て

い
る

。

後
期

高
齢

者
負

担
率

　
後

期
高

齢
者

負
担

率
は

、
高

齢
者

が
保

険
料

で
負

担
す

べ
き

割
合

と
し

て
国

が
定

め
る

も
の

で
、

現
行

の
後

期
高

齢
者

負
担

率
の

設
定

方
法

は
、

現
役

世
代

人
口

の
減

少
に

よ
る

現
役

世

代
1
人

当
た

り
の

負
担

の
増

加
分

の
1
/
2
の

割
合

で
引

き
上

げ
る

方
法

と
な

っ
て

お
り

、
現

役
世

代
の

負
担

が
年

々
大

き
く
な

っ
て

い
る

。
こ

の
た

め
、

R
6
・
7
年

度
の

保
険

料
か

ら
、

後
期

高
齢

者

1
人

当
た

り
の

保
険

料
と

現
役

世
代

1
人

当
た

り
の

支
援

金
の

伸
び

率
が

同
じ

に
な

る
よ

う
設

定
の

見
直

し
が

行
わ

れ
た

。

10
.0
0%

10
.5
0%

11
.0
0%

11
.5
0%

12
.0
0%

12
.5
0%

13
.0
0%

H2
0・

H2
1

H2
2・

H2
3

H2
4・

H2
5

H2
6・

H2
7

H2
8・

H2
9

H3
0・

R1
R2
・

R3
R4
・

R5
R6
・

R7

後
期
⾼
齢
者
負
担
率

年
々
増
加

39
,0
00
円

41
,0
00
円

43
,0
00
円

45
,0
00
円

47
,0
00
円

49
,0
00
円

51
,0
00
円

H2
0・

H2
1

H2
2・

H2
3

H2
4・

H2
5

H2
6・

H2
7

H2
8・

H2
9

H3
0・

R1
R2
・

R3
R4
・

R5
R6
・

R7

均
等
割
額
（
全
国
平
均
・
群
⾺
県
）

引
き
上
げ

全
国

平
均

群
馬

県

7.
00

%

7.
50

%

8.
00

%

8.
50

%

9.
00

%

9.
50

%

10
.0
0%

10
.5
0%

H2
0・

H2
1

H2
2・

H2
3

H2
4・

H2
5

H2
6・

H2
7

H2
8・

H2
9

H3
0・

R1
R2
・

R3
R4
・

R5
R6
・

R7

所
得
割
率
（
全
国
平
均
・
群
⾺
県
）

引
き
上
げ

全
国

平
均

群
馬

県

4



（
６

）
保

険
料

率
見

直
し

時
に

お
け

る
保

険
料

上
昇

抑
制

の
た

め
活

用
で

き
る

基
金

額
の

推
移

H
2
1

H
2
3

H
2
5

H
2
7

H
2
9

R
1

R
3

R
5

2
4
億

円
1
3
億

円
3
2
億

円
4
9
億

円
5
3
億

円
5
2
億

円
5
2
億

円
5
6
億

円

H
2
0
・
H

2
1

H
2
2
・
H

2
3

H
2
4
・
H

2
5

H
2
6
・
H

2
7

H
2
8
・
H

2
9

H
3
0
・
R

1
R

2
・
R

3
R

4
・
R

5
R

6
･R

7

2
4
億

円
2
2
億

円
2
4
億

円
2
5
億

円
3
0
億

円
5
9
億

円
5
0
億

円
5
0
億

円

（
７

）
医

療
給

付
費

等
準

備
基

金
残

高
の

推
移

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
,3

6
0
,5

1
0
,3

6
9
円

6
,4

3
5
,2

8
4
,9

9
5
円

6
,3

5
1
,6

3
7
,1

3
0
円

6
,7

2
0
,5

4
3
,2

9
3
円

6
,3

1
3
,8

4
3
,2

7
8
円

7
,9

4
6
,0

8
1
,6

3
3
円

7
,8

1
1
,5

4
7
,0

4
8
円

7
,7

7
5
,9

6
5
,6

4
7
円

7
,5

5
1
,4

4
6
,9

6
6
円

7
9
,2

9
9
,6

7
0
円

7
4
,7

7
4
,6

2
6
円

△
8
3
,6

4
7
,8

6
5
円

3
6
8
,9

0
6
,1

6
3
円

△
4
0
6
,7

0
0
,0

1
5
円

1
,6

3
2
,2

3
8
,3

5
5
円

△
1
3
4
,5

3
4
,5

8
5
円

△
3
5
,5

8
1
,4

0
1
円

△
2
2
4
,5

1
8
,6

8
1
円

　
2
年

ご
と

に
保

険
料

率
を

見
直

す
際

は
、

ま
ず

2
年

間
の

医
療

給
付

費
等

を
見

込
み

、
そ

れ
に

対
応

で
き

る
よ

う
算

定
す

る
。

こ
れ

ま
で

、
被

保
険

者
の

負
担

を
抑

制
す

る
た

め
に

保
有

基
金

を
活

用
し

て
対

応
し

、
第

4
期

（
H

2
6
・
H

2
7
）
の

引
き

上
げ

以
降

は
保

険
料

率
を

据
え

置
く
こ

と
が

で
き

て
き

た
が

、
第

8
期

（
R

4
・
R

5
）
に

お
け

る
上

記
（
５

）
の

後
期

高
齢

者
負

担
率

の
上

昇
に

加

え
、

（
２

）
の

一
人

当
た

り
医

療
費

、
（
３

）
の

被
保

険
者

数
が

大
幅

に
増

加
す

る
中

、
保

険
料

上
昇

抑
制

の
た

め
に

活
用

で
き

る
基

金
額

が
不

足
す

る
見

通
し

と
な

り
、

（
４

）
の

と
お

り
、

第
8

増
減

額

保
険

料
率

見
直

し
前

年
度

末
基

金
残

高

保
険

料
率

の
上

昇
抑

制
の

た
め

に
活

用
し

た
基

金
額

決
算

剰
余

金
積

立
後

現
在

高

期
は

4
期

ぶ
り

に
保

険
料

率
の

引
き

上
げ

を
行

い
、

第
9
期

も
引

き
上

げ
と

な
っ

た
。

　
　

上
記

（
6
）
の

保
険

料
上

昇
抑

制
の

た
め

に
活

用
で

き
る

基
金

額
を

担
保

す
る

準
備

基
金

保
有

残
高

の
状

況
は

下
記

の
と

お
り

で
あ

る
が

、
被

保
険

者
数

の
急

増
に

加
え

て
、

　
一

人
当

た
り

医
療

費
も

上
昇

し
て

い
る

状
況

で
あ

り
、

令
和

５
年

度
決

算
剰

余
金

積
立

後
の

７
月

末
現

在
高

は
、

前
年

度
か

ら
2
.2

億
円

減
少

し
た

。

0
億

円

2
0
億

円

4
0
億

円

6
0
億

円

8
0
億

円

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

決
算

剰
余

金
積

立
後

の
7
月

末
現

在
高

単
位

（
円

）

△
22

4,
51

8,
68

1円

約
2.
2億

円
減
少

0億
円

20
億
円

40
億
円

60
億
円

80
億
円

H
2
2
・
H

2
3

H
2
4
・
H

2
5

H
2
6
・
H

2
7

H
2
8
・
H

2
9

H
3
0
・
R

1
R

2
・
R

3
R

4
・
R

5
R

6
・
R

7

保
険

料
見

直
し

時
に

お
け

る
見

直
し

前
年

度
末

現
在

高
と

保
険

料
上

昇
抑

制
の

た
め

に
活

用
し

た
基

金
額

保
険

料
率

の
上

昇
抑

制
の

た
め

に
活

用
し

た
基

金
額

保
険

料
率

見
直

し
前

年
度

末
基

金
残

高

※
1
0
0
0
万

円
以

下
四

捨
五

入

5



R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

1
8
5
,6
6
7
,0
0
0
円

1
9
7
,8
9
0
,0
0
0
円

1
7
2
,5
8
4
,0
0
0
円

1
8
1
,9
7
4
,0
0
0
円

1
4
8
,0
4
2
,0
0
0
円

1
7
位

5
位

2
0
位

9
位

4
3
位

9
7
/
1
3
0

1
2
1
/
1
3
0

1
0
0
/
1
2
0

1
1
6
/
1
3
4

8
9
/
1
3
2

共
通
①

健
診
の
実
施
及
び
健
診
結
果
を
活
用
し
た
取
組

7
/
7

7
/
7

7
/
7

7
/
7

7
/
7

共
通
②

歯
科
健
診
の
実
施
及
び
健
診
結
果
を
活
用
し
た
取
組

7
/
7

7
/
7

7
/
7

6
/
7

7
/
7

共
通
③

重
症
化
予
防
の
取
組

7
/
2
1

1
9
/
2
1

6
/
1
0

1
0
/
1
0

4
/
1
0

共
通
④

被
保
険
者
の
主
体
的
な
健
康
づ
く
り

2
/
7

7
/
7

8
/
8

4
/
8

4
/
8

共
通
⑤

適
正
受
診
・
適
正
服
薬

7
/
7

7
/
7

0
/
5

5
/
5

5
/
5

共
通
⑥

後
発
医
薬
品
の
使
用
割
合
・
使
用
促
進

6
/
7

7
/
7

7
/
7

7
/
7

7
/
7

固
有
①

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
策
定
状
況

4
/
4

4
/
4

2
/
2

2
/
2

3
/
3

高
齢
者
の
特
性
を
踏
ま
え
た
保
健
事
業
の
実
施

（
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
　
高
齢
者
に
対
す
る
個
別
支
援
）

9
/
1
5

9
/
1
5

4
/
1
5

高
齢
者
の
特
性
を
踏
ま
え
た
保
健
事
業
の
実
施

1
1
/
2
1

1
4
/
2
1

高
齢
者
の
特
性
を
踏
ま
え
た
保
健
事
業
の
実
施

（
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
　
通
い
の
場
等
へ
の
積
極
的
な
関
与
）

8
/
8

8
/
8

6
/
8

専
門
職
の
配
置
等
体
制
整
備

1
0
/
1
0

1
0
/
1
0

固
有
④

一
体
的
実
施
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進

1
5
/
1
5

1
5
/
1
5

1
3
/
1
5

専
門
職
の
配
置
等
体
制
整
備
、
市
町
村
後
方
支
援
の
実
施

1
0
/
1
0

1
0
/
1
0

7
/
7

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
の
取
組

5
/
8

8
/
8

固
有
⑥

第
三
者
求
償
の
取
組

6
/
6

6
/
6

6
/
6

6
/
6

6
/
6

実
施

事
業

に
対

す
る
評

価
の

有
無

（
H
3
0
か

ら
評
価
指
標
へ
追
加
）

2
0
/
2
0

2
0
/
2
0

1
5
/
2
0

2
0
/
2
0

1
5
/
2
0

実
施
事
業
等
の
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
（
R
5
か
ら
評
価
指
標
へ
追
加
）

7
/
1
4

１
/
1
4

（
８
）
保
険
者
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
交
付
金
の
推
移

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
交
付
金
実
績
額

全
国
順
位

　
服
薬
指
導
等
に
注
力
し
、
実
績
額
、
順
位
と
も
上
昇
し
た
。
令
和
６
年
度
は
再
度
事
業
指
標
の
変
更
が
行
わ
れ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
実
績
額
、
順
位
と
も
に
大
幅
に
下
落
し
た
。

　
保
健
事
業
等
の
評
価
指
標
の
得
点
及
び
被
保
険
者
数
に
よ
り
按
分
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
。

　
　
保
険
者
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
交
付
金
と
は
、
広
域
連
合
に
よ
る
被
保
険
者
に
対
す
る
予
防
・
健
康
づ
く
り
の
取
組
や
医
療
費
適
正
化
の
事
業
実
施
を
支
援
す
る
た
め
、
１
０
０
億
円
を
予
算
規
模
と
し
、

　
　
令
和
４
年
度
に
事
業
指
標
の
変
更
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
、
全
国
的
に
も
取
組
が
進
ん
で
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
実
績
額
、
順
位
と
も
に
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
令
和
５
年
度
は
重
症
化
予
防
及
び

交
付
年
度

※
R
5
年
度
か
ら
実
施
事
業
等
の
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

獲
得
点
数
/
満
点

※
R
4
年
度
か
ら
指
標
（
固
有
②
～
⑤
）
及
び
配
点
（
共
通
③
～
⑤
、
固
有
①
～
⑤
）
に
つ
い
て
一
部
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
上
段
が
新
指
標
、
下
段
が
旧
指
標
と
な
り
ま
す
。

固
有
⑤

固
有
③

固
有
②

令
和

５
年

度
に
取

組
強

化

分
母
は
満
点

分
子
は
獲
得
点
数

「
重

症
化
予
防
の
取
組
」、

「
高
齢
者
の
特
性
を
踏
ま
え
た
保
健
事
業
の
実
施
（
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
）」

、
「
実
施
事
業
等
の
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
」

の
獲

得
点
数
が
少
な
い
た
め
、
一
人
当
た
り
医
療
費
の
減
少
に
繋
が
る
取
り
組
み
を
強
化
し
、
交
付
金
の
増
額
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
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＜
①

レ
セ

プ
ト

点
検

＞

レ
セ

プ
ト

の
資

格
点

検
及

び
内

容
点

検
の

実
施

に
よ

り
、

過
誤

調
整

を
行

う
こ

と
で

、
下

記
の

と
お

り
財

政
効

果
が

生
じ

て
い

る
。

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

9
6
5
,7

0
2
千

円
9
2
4
,9

4
6
千

円
8
9
1
,5

8
7
千

円
9
9
5
,6

2
3
千

円
9
1
6
,6

4
1
千

円

（
3
3
,6

6
4
枚

）
（
3
4
,2

4
1
枚

）
（
4
1
,4

0
9
枚

）
（
3
8
,6

1
3
枚

）
（
4
1
,9

0
1
枚

）

6
8
4
,9

6
1
千

円
5
6
6
,1

3
3
千

円
6
3
1
,3

3
0
千

円
7
0
8
,3

2
1
千

円
6
6
6
,8

8
5
千

円

（
2
5
,7

6
8
枚

）
（
3
4
,2

4
1
枚

）
（
3
6
,3

3
1
枚

）
（
3
3
,6

3
4
枚

）
（
3
6
,9

1
0
枚

）

2
8
0
,7

4
1
千

円
3
5
8
,8

1
3
千

円
2
6
0
,2

5
7
千

円
2
8
7
,3

0
2
千

円
2
4
9
,7

5
6
千

円

（
7
,8

9
6
枚

）
（
5
,7

8
3
枚

）
（
5
,0

7
8
枚

）
（
4
,9

7
9
枚

）
（
4
,9

9
1
枚

）

（
９

）
医

療
費

等
の

適
正

化
の

た
め

の
取

組
状

況

（
点

検
枚

数
）

財
政

効
果

額

（
点

検
枚

数
）

過
誤

調
整

（
点

検
枚

数
）

返
納

金

28
0,
74

1千
円

35
8,
81

3千
円

26
0,
25

7千
円

28
7,
30

2千
円

24
9,
75

6千
円

68
4,
96

1千
円

56
6,
13

3千
円

63
1,
33

0千
円

70
8,
32

1千
円

66
6,
88

5千
円

25
,7
68
枚

34
,2
41
枚

36
,3
31
枚

33
,6
34
枚

36
,9
10
枚

7,
89

6枚

5,
78

3枚
5,
07

8枚
4,
97

9枚
4,
99

1枚

0枚5,
00

0枚

10
,0
00
枚

15
,0
00
枚

20
,0
00
枚

25
,0
00
枚

30
,0
00
枚

35
,0
00
枚

40
,0
00
枚

0千
円

20
0,
00

0千
円

40
0,
00

0千
円

60
0,
00

0千
円

80
0,
00

0千
円

1,
00

0,
00

0千
円

1,
20

0,
00

0千
円

R1
R2

R3
R4

R5

財
政
効
果
額
及
び
レ
セ
プ
ト
点
検
枚
数
の
推
移

財
政

効
果

額
点

検
枚

数

返
納

金

過
誤

調
整

点
検

枚
数

点
検

枚
数
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＜
②

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

医
薬

品
使

用
促

進
＞

　
被

保
険

者
に

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

医
薬

品
へ

切
り

替
え

た
場

合
の

自
己

負
担

額
の

差
額

を
通

知
す

る
な

ど
、

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

医
薬

品
が

よ
り

安
価

で
あ

る
こ

と
の

周
知

を
行

い
、

被
保

険
者

及
び

保
険

者
の

医
療

費
負

担
分

の
軽

減
を

図
っ

て
い

る
。

【
実
施
内
容
】

・
保
険
証
⼀
⻫
更
新
時
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
広
域
連
合
HP
な
ど
に
案
内
を
掲
載

・
新
規
の
保
険
証
郵
送
時
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」
を
同
封
す
る
と
と
も
に
、
希
望
者
に
は
市
町
村
窓
⼝
で
配
布

・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
利
⽤
差
額
通
知
の
送
付
（
R5
実
績
︓
年
2回

、
合
計
17
,3
47
通
を
送
付
）

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
0
3
,1

2
2
千

円
9
4
,4

6
7
千

円
8
4
,0

1
4
千

円
9
9
,0

7
3
千

円
1
4
7
,5

4
5
千

円

3
1
,1

1
0
通

2
6
,9

2
5
通

2
9
,6

2
2
通

1
9
,9

5
2
通

1
7
,3

4
7
通

8
0
.0

%
8
1
.6

%
8
1
.9

%
8
3
.1

%
8
4
.6

%

(7
7
.4

%
)

(7
9
.2

%
)

(7
9
.5

%
)

(8
1
.2

%
)

(8
2
.9

%
)

※
数

量
シ

ェ
ア

と
は

使
用

割
合

の
こ

と
で

、
厚

生
労

働
省

が
毎

年
度

2
回

（
９

月
・
３

月
時

点
）
公

表
を

し
て

い
る

。
上

記
表

は
、

３
月

時
点

の
も

の
で

あ
る

。

（
全

国
平

均
）

数
量

シ
ェ

ア

差
額

通
知

送
付

件
数

財
政

効
果

額

（
９

）
医

療
費

等
の

適
正

化
の

た
め

の
取

組
状

況

10
3,
12

2千
円

94
,4
67
千
円

84
,0
14
千
円

99
,0
73
千
円

14
7,
54

5千
円

31
,1
10
通

26
,9
25
通

29
,6
22
通

19
,9
52
通

17
,3
47
通

80
.0
%

81
.6
%

81
.9
%

83
.1
%

84
.6
%

77
.4
%

79
.2
%

79
.5
%

81
.2
%

82
.9
%

72
.0
%

74
.0
%

76
.0
%

78
.0
%

80
.0
%

82
.0
%

84
.0
%

86
.0
%

0千
円

20
,0
00
千
円

40
,0
00
千
円

60
,0
00
千
円

80
,0
00
千
円

10
0,
00

0千
円

12
0,
00

0千
円

14
0,
00

0千
円

16
0,
00

0千
円

R1
R2

R3
R4

R5

差
額
通
知
送
付
件
数
と
財
政
効
果
額
の
推
移
・
数
量
シ
ェ
ア
（
全
国
平
均
・
群
⾺
県
）

財
政

効
果

額
数

量
シ

ェ
ア

差
額

通
知

送
付

件
数

数
量

シ
ェ

ア

（
群

馬
県

）

（
全

国
平

均
）
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（
１

）
国

の
動

向

　
全
世
代
対
応
型
の

持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
成
立
（
令
和
５
年
５
月
１
９
日
公
布
）
に
よ
る

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
の
影
響
は
次
の
と
お
り
。

①
後

期
高

齢
者

負
担

率
の

設
定

方
法

の
見

直
し

後
期
高
齢
者
負

担
率
と
は
、
２
(
５
)
に
も
あ
る
と
お
り
、
高
齢
者
が
保
険
料
で
負
担
す
べ
き
割
合
と
し
て
国
が
定
め
る
も
の
で
、
後
期
高
齢
者
負
担
率
の
上
昇
は
、
保
険
料

　
率
の
上
昇
要
因
と

な
る

。
令
和
5
年
度
ま
で
の
後

期
高
齢
者
負
担
率
の
設
定
方
法
は
、
現
役
世
代
人
口
の
減
少
に
よ
る
現
役
世
代
1
人
当
た
り
の
負
担
の
増
加
分
の
1
/
2
の
割
合

　
で

引
き
上
げ
る
方

法
と
な
っ
て
い
た
。
制
度
導
入
以
降
、
現
役
世
代
の
負
担
が
大
き
く
増
加
し
、
制
度
創
設
時
と
比
べ
て
、
現
役
世
代
の
支
援
金
が
1
.
7
倍
の
伸
び
に
対
し
、

　
高

齢
者
の
保
険
料

は
1
.
2
倍
の
伸
び
に
と
ど
ま
り
、
大
き
く
乖
離
し
た
た
め
、
令
和
6
年
度
以
降
、
高
齢
者
の
保
険
料
と
現
役
世
代
の
支
援
金
の
伸
び
が
同
じ
に
な
る
よ
う
設
定

　
方
法
が
見
直
さ
れ

、
令
和
6
･
7
年
度
は
、
後
期
高
齢
者
担
率
が
大
幅
に
増
加
し
た
。

　
【
激
変
緩
和
措
置

の
内
容
】

・
均

等
割

額
は

、
制

度
改

正
に

伴
う

増
加

が
生

じ
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

と
し

、
約

6
割

の
方

（
年

金
年

収
1
5
3
万

円
相

当
以

下
の

方
）

は
制

度
改

正
に

伴
う

負
担

増
が

生
じ

な
い

よ
う

対
応

。

・
所

得
割

額
に

つ
い

て
も

、
約

1
2
%
の

方
（

年
金

収
入

1
5
3
万

円
～

2
1
1
万

円
相

当
以

下
の

方
）

は
、

令
和

6
年

度
は

制
度

改
正

に
伴

う
負

担
の

増
加

が
生

じ
な

い
よ

う
対

応
。

②
出

産
育

児
一

時
金

に
係

る
費

用
の

一
部

を
支

援
す

る
仕

組
み

の
導

入

少
子
化
を
克
服

し
、
子
育
て
世
代
を
全
世
代
で
支
援
す
る
観
点
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
出
産
育
児
一
時
金
に
係
る
費
用
の
一
部
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
導
入
す
る
。

後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
支
援
金
の
支
援
割
合
を
対
象
額
の
7
%
に
設
定
さ
れ
た
。
支
援
金
は
、
各
広
域
連
合
の
被
保
険
者
数
に
よ
り
按
分
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
【

激
変
緩
和
措
置

の
内
容
】

・
出

産
育

児
一

時
金

に
対

す
る

高
齢

者
の

支
援

を
令

和
6
･
7
年

度
は

1
/
2
と

し
、

負
担

増
を

抑
制

。

◎
後
期
⾼
齢
者
負
担
率
の
上
昇
と
保
険
料
、
出
産
育
児
⽀
援
⾦
の
関
係
イ
メ
ー
ジ

後
期
⾼
齢
者
⽀
援
⾦
（
約
4割

）
国 調
整

交
付
⾦

1/
6

県
定
率
負
担

1/
6

市
町
村

定
率
負
担

1/
6

現
役
世
代
（
国
保
・
被
⽤
者
保
険
等
）

か
ら
の
⽀
援
⾦

出
産

育
児

⽀
援
⾦

R6
・
R7
：
12
.6
7％

←
→
H2
0：

10
％

３
 
後
期
⾼
齢
者
医
療
制
度
の
今
後
の
動
向

⼀
部
負
担
⾦

【
医
療
機
関
等
の
窓

⼝
で
⽀
払
う
⾦
額
】

1・
2・

3割

公
費
負
担
（
約
５
割
）

保
険
料

（
約
1割

）
国

定
率
負
担

3/
6

⼦
ど
も
・

⼦
育
て

⽀
援
⾦

医
療

費

医
療
給
付
費

→
R6
か
ら

→
R8
か
ら

後
期
⾼
齢
者
負
担
率
の
上
昇
は
保
険
料
率
の
上
昇
要
因

9



（
２

）
目

指
す

べ
き

方
向

性 異
次
元
の
少
⼦
化
及
び
超
⾼
齢
化
社
会
に
お
い
て
、
今
後
も
安
定
し
た
後
期

⾼
齢
者
医
療
制
度
を
維
持
・
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
１
⼈
で
も
多
く
の

⾼
齢
者
が
介
護
な
ど
を
必
要
と
せ
ず
、
様
々
な
場
⾯
で
活
躍
で
き
る
よ
う
⾼

齢
者
の
健
康
寿
命
を
延
伸
さ
せ
る
こ
と
が
更
に
重
要
と
な
る
。

こ
の
ま
ま
で
は

保
険

料
率

上
昇

リ
ス

ク
は
⾼
ま
る

保
険

料
負

担
被
保
険
者
数
の
急

増

後
期
高
齢
者
負
担

率
の
上
昇

一
人
当
た
り
医
療

費
の
増
加

●
保

健
事

業
の

推
進

高
齢

者
の

保
健

事
業

と
介

護
予

防
等

の
一

体
的

な
実

施

事
業

の
推

進

（
高

齢
者

保
健

事
業

を
強

化
し

重
症

化
を

予
防

す
る

）

●
給

付
の

適
正

化
・

的
確

な
レ

セ
プ

ト
点

検
の

実
施

・
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

の
使

用
促

進

上
記
の
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
で
､

後
期
⾼
齢
者
の
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、

⼀
⼈
当
た
り
医
療
費
の
増
加
を
抑
制
す
る

こ
と
が
重
要

取
組

強
化

な
ど

出
産
育
児
支
援
金
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使
っ
て
み
よ
う
！

マ
イ
ナ
保
険
証

1月１日  1月30日
令和６年４月１日時点で７５歳以上

水 木

令和7年

●動画を見ながらラジオ体操を実施できます。
●1日1回　10Pを獲得できます。

７５歳からの健康づくり

アプリのラジオ体操機能について

※通信料はかかります

利用料

無料

群馬県後期高齢者医療広域連合
群馬県前橋市大渡町１丁目１０番地７ 群馬県公社総合ビル６階

027-256-7113

期 間

対 象
※参加いただくには、群馬県公式アプリ「G-WALK+」のアプリを
インストールする必要があります。

毎日の健康づくりの取り組みでポイントがたまります。
たまったポイントは抽選で特典と交換することができます。

冬の健康づくりとして
　ラジオ体操をしませんか。

※表彰では該当の方のアプリ内
ニックネームをお知らせします。

期間中に多く参加した

はアプリ内で表彰します
上位の方
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※IOSはヘルスケア、AndroidはGooglefitが必要となります。一部機種は対応しておりません。
※「ヘルスケア」= IOSにて歩数を連携するためのアプリ
※「Googlefit」= Androidにて歩数を連携するためのアプリ
＜G-WALK+事務局＞ TEL：0570-077-122（平日9:00～18:00）

事業運営：フェリカポケットマーケティング株式会社

インストール方法

インストールが完了したら、
トップ画面で『新規登録」を
押します。

チュートリアルが表示され
ます。

プライバシー設定を行いま
す。「モーションとフィット
ネス」の『設定』を押します。

モーションとフィットネス
のアクティビティアクセス
のダイアログが表示された
ら『OK』を押します。

次に「ヘルスケア」の『設定』
を押します。

ウォーキング＋ランニング
の距離、歩数を『ON』にし、右
上の『許可』を押します。

④～⑦の設定が完了したら
画面下の『OK』を押します。

通知送信ダイアログが表示
されたら『許可』を押し、登録
が完了です。
※歩数連携は通信状態や機種によ
って遅くなることがあります。

G-WALK＋を開きます。
Google Fitとの連携確認画
面が表示されたら「確認」を
押します。

Google Fitが起動します。
ホーム画面が表示されてい
ることを確認し、G-WALK+
に戻ります。

位置情報へのアクセス許可
のダイアログが表示された
ら『許可』を押します。

ご利用のGoogle Fitアカウ
ントを選択します。
※アカウントが同一でない
と歩数が連携されません。

「権限の付与（1/2）」が表示さ
れたら『許可』を押します。

「権限の付与（2/2）」が表示さ
れたら『許可』を押します。 選択内容の確認画面が表示され

たら、チェックがついているこ
とを確認し『許可』を押します。

新規登録ボタンをタップし
ます。

チュートリアルが表示され
ます。

項目に沿って必要事項を入
力するとアプリを始められ
ます。

iPhone版アプリ　登録手順（1～9）

【目標体重】
～体重を減らしたい場合の考え方～
・現在の体重からマイナス3%程度が目安
※1～3%減量で、血中脂質やHbA1c、肝機能
が改善し、3～5%減量で、血圧、尿酸、空腹時
血糖値が改善すると言われています。
※急激に体重を落とすと身体に負担がかか
るので注意しましょう！
※BMI22程度が生活習慣病などになりにく
いと言われています。
体調などとも合わせて無理のない目標を設
定しましょう。
【目標歩数】
平均歩数＋1000歩を目標歩数とすることを
推奨しています。

項目に沿って必要事項を入力します。

初期登録

アプリを
インストールし

1 2 3 4

5 6 7 98

1 2 3 54

6 7 8 109

Android版はGoogle Fitのインストールも必要になります。G-WALK+のインストール時にGoogle Fitのイ
ンストールも案内されますので、画面表示に従ってインストールをお願いしますAndoroid版アプリ　登録手順（1～10）
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被保険者証等廃止後の取扱いについて

１ 令和６年１２月１日までに発行したもの 

  被保険者証等（限度額適用認定証等を含む。）は、券面に変更のない場合は、記載

の有効期限(令和７年７月３１日)まで使用できます。 

２ 令和６年１２月２日以降に発行するもの 

後期高齢者医療制度においては、暫定的な運用として、令和７年８月の更新まで、

７５歳年齢到達等の新規加入者や券面情報に変更が生じた方及び被保険者証の紛

失等に伴い再発行を申請する方について、マイナ保険証の保有状況にかかわらず、

全ての方に「資格確認書」を発行します。→別紙１ 

３ 限度額適用・標準負担額減額認定証等について 

認定証についても廃止されます。保険医療機関等においてオンライン資格確認等

システムによる確認、または申請により資格確認書（任意記載事項あり）に併記す

ることになります。 

なお、長期入院該当の認定については、現行と同様に申請が必要です。 

４ 特定疾病療養受療証について 

 特定疾病に係る診療を受ける場合のみ提示することも想定し、受療証の交付につ

いては継続します。現行と同様に申請が必要です。なお、現在発行されているもの

は、有効期限はありませんので引き続き使用できます。また、申請により資格確認

書(任意記載事項あり)に併記することも可能です。 

５ 有効期限について 

資格確認書については、現行の被保険者証と同様に原則１年（翌年７月３１日）

です。特定疾病療養受療証については、現行と同様に有効期限はありません。 

６ 広域計画の変更について 

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一

部を改正する法律（令和５年法律第４８号）の施行（被保険者証等の廃止）に伴い、

高齢者の医療の確保に関する法律等の法令や広域連合規約が改正されるため、群馬

県後期高齢者医療広域連合第４次広域計画においても文言整理を行います。 

→別紙２
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別紙１
〇資格確認に用いる書類

現行

・被保険者証

〇現行の被保険者証に併せて用いる書類の今後の取り扱い

マイナ保険証の場合

・限度額適用認定証
・限度額適用・標準負担
額減額認定証

◎資格確認書（みほん） 【任意記載事項】　

〇限度区分・発効期日

　限度区分は、現役Ⅲ、現役Ⅱ、現役Ⅰ、

　一般Ⅱ、一般Ⅰ、区Ⅱ、区Ⅰ、区Ⅰ老、区Ⅰ境

〇長期入院該当日

　長期入院日数届書により届出が必要

〇特定疾病区分・発効期日

　特定疾病認定申請が必要

【任意記載事項】あり 　特定疾病区分は、人工透析「Ａ」、血友病「Ｂ」、

で記載される項目 　ＨＩＶ「Ｃ」

なお、「特定疾病療養受療証」の交付は継続します

(注）発行期日は、年度ごとではありません

（注）・資格確認書の任意記載事項は申請により記載されます。
・新たに⻑期⼊院該当、特定疾病該当の認定を受けたい⽅は、お住まいの市町村で申請が必要です。

資格確認書の場合

・特定疾病療養受療証

なし
・資格確認書(必須記載事項のみ）

＋特定疾病療養受療証

又は

・資格確認書（任意記載事項あり）

廃止後

・マイナ保険証　又は 資格確認書

現行
廃止後

・資格確認書(任意記載事項あり）

（注）・現⾏の被保険者証は、券⾯に変更のない場合は、記載の有効期限(令和７年７⽉３１⽇)まで使⽤できます。
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別紙２

群馬県後期高齢者医療広域連合第４次広域計画の変更について

１ 変更の理由

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改正

する法律（令和５年法律第４８号）の施行に伴い、高齢者の医療の確保に関する法律等の法

令や広域連合規約が改正されるため。

２ 主な変更内容

広域連合規約改正に関する内容の文言整理等を行う。

３ 変更年月

  令和６年１２月 

群馬県後期高齢者医療広域連合第４次広域計画の変更 新旧対照表 

新 旧 

６ 広域連合及び関係市町村が行う事務 

  広域連合及び関係市町村は、高齢者の医療の確保に

関する法律及び同法に基づく命令に基づき行うものと

された事務及びそれに付随する事務を行うものとしま

す。その主な事務内容は、別表のとおりです。 

別表 

区分 広域連合が行う

事務 

関係市町村が行う

事務 

被 保 険 者

の 資 格 管

理 に 関 す

る事務 

・75 歳以上の者

の資格管理 

・65～74 歳の者

の被保険者認定 

・資格確認書等

の交付、回収 

・被保険者の資格

に関する申請の

受付

・資格確認書等の

引渡し 

・資格確認書等の

返還の受付 

６ 広域連合及び関係市町村が行う事務 

  広域連合及び関係市町村は、高齢者の医療の確保

に関する法律に規定する事務のうち、規約第４条に

掲げる事務を行うものとします。その主な事務内容

は、別表のとおりです。 

別表 

区分 広域連合が行う

事務 

関係市町村が行う

事務 

被 保 険 者

の 資 格 管

理 に 関 す

る事務 

・75 歳以上の者

の資格管理 

・65～74 歳の者

の被保険者認定 

・被保険者証の

交付、回収 

・短期証等の発

行 

・被保険者の資格

に関する申請の

受付

・被保険者証の引

渡し 

・短期証等の引渡

し 

・被保険者証等の

返還の受付 
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後期高齢者医療懇談会設置要綱 

（設置） 

第１条 後期高齢者医療制度の運営に関し、幅広く意見を聴取するため、後期

高齢者医療懇談会（以下「懇談会」という｡）を置く。 

（委員） 

第２条 懇談会は、委員 12 人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから広域連合長が委嘱する。 

(1) 学識経験者

(2) 被保険者を代表する者

(3) 医療関係者（保険医、保険歯科医及び保険薬剤師）

(4) 医療保険者を代表する者

(5) その他広域連合長が必要と認める者

３ 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委

員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（座長） 

第３条 懇談会に座長を置き、委員の互選により選任する。 

２ 座長は、懇談会の会務を総理する。 

（招集） 

第４条 懇談会は、事務局長が招集する。 

（意見の聴取等） 

第５条 座長は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、そ

の意見を聞くことができる。 

（庶務） 

第６条 懇談会の庶務は、広域連合事務局総務課において処理する。 

（補則） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、懇談会の運営について必要な事項は、

座長が定める。 

附 則 

この要綱は、平成 19 年７月 20 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 29 年 9 月 28 日から施行する。 
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会議運営の取り扱いについて 

１ 事務局は、懇談会の議事概要を、懇談会の開催の都度作

成し、配布資料と併せて、広域連合ホームページ上で公開

する。 

２ 議事概要は要点筆記とし、発言者名を記載しない。 

３ 代理出席は、認めない。 
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